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養蚕県 

北関東では昔から飼って繭を取る養蚕業が盛んでした。もっとも

盛んだった昭和のはじめ～40年代には及びませんが、今でも行わ

れていて、群馬県が全国一位で、群馬県の繭生産量は全国の約４

割、生糸は約６割を生産する全国一の養蚕県です。群馬県に次い

で福島県、埼玉県、栃木県、長野県の順。 



桑 

一ノ瀬および改良鼠返が戦後から普及をし始めてきた。とくに昭和30年ころ以降、年間条桑育の普及にともない、夏秋蚕期

の条桑収穫法と蚕期別の桑園設定が最大の課題であった。このなかで、桑葉が中程度で、比較的枝条が細く、節間が短くて、

萎縮病にも中程度の抵抗性を持つ多収性で葉質も良い条桑育に適する一ノ瀬と萎縮病にはやや弱いが葉は中程度で比較的枝

条が細く、節間が短くて、条桑収穫が適する改良鼠返の2品種が、わが国の桑園面積の過半数を占めるに至った(積雪地帯と

西南暖地を除く、昭和39年には一ノ瀬43.9％、改良鼠返19％）。なお、一ノ瀬はとくに温暖地や暖地の春秋兼用桑として

適したが、地域によって枝条が倒伏する欠点があり、とくに夏刈り後の日照不足や夏秋蚕期に強い風雨を受けた場合に倒伏

がはなはだしく、倒れた枝条から側枝が発生する。機械の使用にも不便であることがしばしば指摘されていた。 

一ノ瀬 明治28年（1895） 
山梨県の一ノ瀬益吉が鼠返の苗木の中から選出 



蚕が繭を作る回転蔟 

江戸時代中期(1745年頃)に建てられた古い民

家。国の重要文化財に指定されている。建物構

造は、かつて長瀞に多く見られた養蚕農家の姿

をよく表している。板葺きの屋根や、建屋の中

に設けられた馬屋、屋根裏のゕケビのつるで結

わえられた「もや」が特徴。 

 旧新井家住宅 埼玉県秩父長瀞町  

この住宅の建築年代は江戸時代の後期と推定さ

れ、家屋の形式は茅葺き・入母屋造り（間口

13間半、奥行７間）です。屋根の正面が「か

ぶと造り」の大型養蚕農家の代表的なものです。 

冨沢家住宅 群馬県中之条町  

養蚕農家 国の重要文化財  



絹産業で栄えた群馬県南部 

富岡製糸場を中心に絹産業で栄えた群馬県南部 
養蚕農家集落（赤岩集落） 

重要伝統的建造物群保存地区 



昭和5年の岡谷地区製糸工場群 

明治5年（1872）10月群馬県富岡で開業された官営富岡製糸場は幕末、維新期の最大の輸出商品となった生糸の品位の向上と生産奨励のために、当時の製糸業先進国

であったフランスの器械、技術を導入、技師、教婦等を招聘、また国内各地より伝習生を募集して新技術の移植普及を図った。同場で教育された伝習生は各地に帰

り、その地方で簇生しつつあった生糸工場に技術を伝えていったが、中でも長野県諏訪地方では盛んな養蚕と豊富な用水に加えて、交通の利便と同地方の進取の気

性とが相まって製糸事業を興す人が多く、明治10年代央には全国最大の製糸業地となっていた。殊にその中心地たる平野村（現在の岡谷市）では全村をあげて糸を

繰ったというほどであった。開国とともに海外に輸出される重要貿易品となった生糸。生糸生産は明治、大正、昭和初期にかけて飛躍的な発展をし、なかでも長野

県下の生糸生産高は独自の器械製糸技術の開発によって明治12年には全国の36％を占めるに至った。その中心地が岡谷。全国にあった約3000の製糸工場のうち、上

位を岡谷が独占した。製糸結社から独立し、県外に進出にして経営を拡大する製糸家が続々と登場した。片倉、小口、山十、岡谷製糸、丸興、神栄、等々繭を煮る

ため製糸工場のボイラーが焚かれ、煙が勢いよく上がり、岡谷の空を焦がした。製糸工場の原料繭は購入してから繰糸までの間、貯繭の必要がある。製糸工場は繭

倉庫を建築し、その数は市内合計105棟という数にのぼった。白壁土蔵造りの4・5層から6層の建物は、まさに1,000本の煙突とともに生糸の町・岡谷の象徴であった。 

長野県（明治23年までは筑摩県）諏訪郡。諏訪湖の西端に面し、用水と交通の便から幕末期から製糸に従事する戸数が多く、全国屈指の製糸業の町となった。村内

の繰糸釜数は、大正元年36,286、同11年76,825(全国比25.8%)である。製糸業の拡充とともに同村の人口も激増し、大正9年の国勢調査では44,278人、うち女性が70%

を超える特異な様相を示していた。昭和5年の同村器械製糸工場数は106、うち山十製糸（のちの昭栄製糸）は6工場であった。同村は昭和11年に一村のみで市制を施

行し、製糸工場の多い中心部落の名をとって岡谷市となった。戦時中の製糸業の縮小に伴い精密機械工場を誘致し、また隣村の川岸、長地両村を合併、現在に至っ

ている。同村の歴史を誌した「平野村誌」(昭和6年刊)は単に一村の史書であるのみでなく、戦前の製糸業史を誌した貴重な文献となっている。 

参考；岡谷市教育委員会「ふるさとの歴史 製糸業」,平成6年10月22日発行より 

   
製糸全盛期の釜口橋(水門)付近 

昭和初期 

   
製糸全盛期の釜口橋(水門)付近 

昭和初期 

生糸のまち 長野県岡谷 



與謝野晶子 

諏訪の湖 天竜となる 釜口の水 しづかなり 絹の ごとくに 

岡谷市湊 釜口 天竜公園内 



「生糸の都」として明治・大正・昭和のはじめにかけて製糸業が栄えた長野県岡谷市。最盛期には３万人を超える女子工員が各地から集まり、 諏訪湖

畔の町はにぎわった。岡谷には至るところに繭倉(まゆぐら)や製糸工場の煙突が立ち並び、「岡谷のスズメは黒かった」といわれるほど製糸一色の街

であり、世界一の生糸輸出国の中枢的役割を担った。 

製糸工場の煙突群は消え去り、繭を保管した倉庫も大半が取り壊されたが、今も西洋建築の事務所跡や立派な経営者宅が残っている。岡谷では製糸工

場の経営者を「製糸家」と呼んだ。最も有名なのは現在の片倉工業を生んだ初代・片倉兼太郎（1849～1917年）だ。約135年前に天竜川沿いに洋式

機械を使った「垣外（かいと）製糸場」をつくった。後に片倉組と称し1910年には本部事務所を建設。同事務所は現在、片倉工業から分かれた中央印

刷（本社東京）が使っており、外観だけの見学が可能だ。 

もう１人、明治９年に天竜製糸所として創業した一山カ林製糸所の初代林国蔵（1846～1916年）の旧居宅。旧林家住宅」として残り、公開されてい

る。金唐紙の和室がある貴重な文化遺産。国重要文化財。 

初代片倉兼太郎 生家 

岡谷 今でも生糸の町 



座繰り検定 

昭和30年以前 

繭検定用多条繰糸機 

昭和30年 

繭検定用自動繰糸機 

昭和50年 

自動繭検定システム  

平成5年 

昭和初期から昭和20年代前半にかけては、製糸の生産方式が座繰繰糸方式から多条繰糸方式へと順次転換された年代

といえよう。 

国は、昭和6年に蚕糸試験場の研究成果に基づいて繭検定規程基準を作成し、昭和9年には繭格付暫定案を定めた。そ

の後、諸般の準備期間を経て、昭和15年には蚕繭処理統制法の規定により、いわゆる強制検定制度が確立された。こ

の結果、繭の取引は公正に行われるようになり、繭質改善にも寄与し、蚕糸業の発展に大きく貢献している。  

昭和15年以降においても、繭ならびに生糸の生産実態の変化に対応して、繭検定格付方法は幾多の改善改正がなされ

て今日にいたっている。その主なものとしては、昭和30年に座繰機検定から多条機検定への移行措置がとられ、昭和

49年には自動機検定への切換えが行われたが、それぞれの検定繰糸機の試作研究とそれらによる検定方法の確立は蚕

糸試験場の研究成果を中枢として行われたものである。 

繭検定法の確立 昭和6年  



生糸の輸送 群馬県南部から八王子へ  



桑並木通り 

桑の都 八王子市 



八王子駅前「桑並木の由来」の碑より 

八王子は古くから桑都又は桑の都と呼ばれています。これは文政年間

の大学者塩野適斎の著に桑都日記及び桑都古意の名編があり、いずれ

も八王子を桑都とよんでいることからもうかがい 知ることができま

す。この別称は八王子が昔から 生糸の産地として養蚕が盛んであり

現在の市域 一体に広く桑の木が栽培されていたことを物語 っていま

す。世界でもまれなこの桑並木は昭和二十九年秋 当時の片倉工業株

式会社八王子製作所等から寄附されたくわ木五十余本を桑都の名にち

なみ織物のまちの象徴として、八王子市及び蚕桑関係者らによって植

栽されたものです。現在東京都の管理下にあり、並木通り付近の人た

ちをはじめ多くの市民の 保護を受けながら八王子の昔を語りつづけ

ています。 

昭和五十六年二月 八王子市 桑並木保存会  

桑並木 

http://www.ari-web.com/ari/hachioji/A/130/E001-009.htm


絹の道 八王子から横浜へ 

「絹の道」の愛称で親しまれているこの道は、かつては「神奈川往還」または「浜街道」と言われていました。安政6年

（1859）に横浜が開港し、その後、鉄道が発達する明治の中ごろまで、輸出用の生糸が多数運ばれたルートのひとつです。

八王子周辺地域で生産された生糸は、八王子宿に集められ、この道を通って横浜に運ばれて行きました。その、生糸取引で

短期間に巨額の富を成したのが「鑓水商人」です。現在、「絹の道」は御殿橋のたもとから、「絹の道碑」の前までの約

1.5キロメートルが市の史跡に指定されています。このうち、特に昔の面影をよく残す未舗装部分は文化庁選定「歴史の道

百選」にも選ばれました。峠の一番高いところには、かつて道を行き交う旅人や村内の安全を祈って、道了尊を祀ったお堂

がありました。現在は取り壊されて、跡地が大塚山公園として整備されています。 

http://www.city.hachioji.tokyo.jp/kyoiku/rekishibunkazai/004414.html 

絹の道 

http://www.city.hachioji.tokyo.jp/kyoiku/rekishibunkazai/004414.html
http://kaidoaruki.com/area_kanto/kinunomichi_1.html
http://kaidoaruki.com/area_kanto/kinunomichi_1.html


絹の道 八王子から横浜へ 



横浜港は2009年6月2日に開港１50周年を迎えますが、横浜線が開業したのも横浜港の産物でした。 

横浜開港後、欧州の生糸産地で蚕病が大流行し、生糸の生産量が大幅に低下したため、生糸を求めて多くの外国商人がやってきま

した。生糸輸出のラッシュ時には、上州（現在の群馬県）や信州（長野県）を産地とする生糸が八王子を経て神奈川宿に運ばれた

ことから、この道は「絹の道」とも呼ばれました。このようの中、横浜や八王子では、「絹の道」から諸外国へ生糸を輸出するこ

とで、巨大な富を手に入れた生糸貿易商が、「絹の道」に変わる鉄道開設を求め、国に対して申請を繰り返しました。 

まず、明治19 年（1886年）に横浜の豪商・原 善三郎らが八王子～川崎間に「武蔵鉄道」を敷設申請をしましたが却下されました。

明治27 年（1894）には横浜鉄道株式会社を設立して八王子～横浜間に横浜線の前身となる路線の敷設を申請し続け、明治38 年

（1905）に5度目の申請で「国の買い上げにより将来国有化されることも受け入れる」といった条件のもとようやく許可されまし

た。この時、原善三郎はすでに亡く、後継ぎで孫娘の婿である原 富太郎（三渓）（横浜市中区の三渓園の創設者）が出資者として

加わっていました。 

武蔵鉄道の申請から22年後の明治41年9月23日、東神奈川～八王子間で旅客・貨物輸送線として開業しました（42.6キロ） 。明

治44 年（1911）には東神奈川から貨物延長線が敷かれ、海神奈川駅（神奈川区チ千若町付近、昭和34 年（1959）廃駅）が開業

しました。しかし当初の目的であった横浜への輸送ルートはすでに中央線東京経由で確立してしまっていたこともあり、「絹の

道」の代用鉄道としての役割はほとんど果たすことなく、開通後2年で鉄道院が借上げることになり、大正6 年（1917）には国有

化されました。そして昭和62 年（1987）には国鉄からＪＲへと再び民営鉄道となり新たな時代が始まりました。横浜線が全線電

化されたのは昭和16年4月5日、横浜市内では昭和22年に大口駅が開設された後、沿線の宅地開発が進むにつれて1980代後半には

全線複線となり、昭和37年に鴨居駅、昭和39年に新幹線との乗換駅である新横浜駅、昭和54年には十日市場駅がそれぞれ開設され

ている。 

JR横浜線開業100周年と絹の道 

生糸の輸送 八王子から横浜へ  

http://homepage3.nifty.com/y-masae/heisei_20/100yokohamasen.html
http://homepage3.nifty.com/y-masae/heisei_20/100yokohamasen.html
http://homepage3.nifty.com/y-masae/heisei_20/100yokohamasen.html
http://homepage3.nifty.com/y-masae/heisei_20/100yokohamasen.html


明治43年（1910） 旧三井物産横浜支店生糸倉庫 

ー 横浜港の生糸貿易を支えた ー 



1859年 横浜開港 生糸・絹貿易の街として発展 

ー 生糸貿易港として世界に名を馳せた ー 

綿織物 

輸出品 輸入品 
明治42年当時の横浜港 

茶 

生糸 

1858年（安政6）7月、日米通商条約調印され、 翌1859年7月1日（安政6年6月2日）横浜、長崎、

函館の3港において貿易が開始された。当時の輸入品の筆頭は綿花、綿製品であって、輸出品の主

なものは生糸・蚕種それに茶であった。この輸出品中に主位を占める生糸・蚕種の輸出は、これ

まで国内需要のみであったわが国蚕糸業に異常な刺激となって、すでに養蚕、製糸を行っていた

地方にはますます拡大し、また新しい地帯にも蚕糸業を勃興せしめる契機となった。開港当初の

1859年においては48万斤であったが、その後毎年増大して文久2年（1862年）には241万斤に達

し、開港当時の約5倍という飛躍的に進展を見た。 



生糸検査 

製糸工場で作られた生糸の取引にあたっては国が定めた項目について検査を受

けることが義務づけられている。農林水産省農林水産消費技術センター（横

浜・神戸）、県立（山梨）・財団法人生糸協会などの生糸検査所（福島・前

橋・丹後）で検査が行われている。また特別に指定を受けた工場では自主検査

（工場検査）が認められている。国が定めている生糸品質の検査には品位検査

と正量検査がある。 

（１） 品位検査 

  ① 総荷整理検査 

  ② 料糸検査（再繰切断検査、繊度検査、糸むら検査、節検査、強力およ

び伸度検査） 

  ③ 格付け 

以上に述べた検査の結果をもとに格付表と対比して検査した生糸品位の格付け

を行う。 

（２） 正量検査 

生糸に含まれる水分は生糸が作られるときの条件や生糸の重量を量ったときの

気象条件などによって変化する。そのため生糸の取引にあたっては国が定めた

一定の水分率（公定水分率という。生糸の場合は11％）を含んだ重量（正量）

によることが必要である。そのため生糸検査ではサンプルの8綛の生糸を乾燥

して無水量を求め、次式によって生糸の水分率を算出して荷口生糸の無水量を

推定し、その重量の11/100を加算したものを正量として取引の重量がきめら

れることになっている。     

水分率％＝（原量ｇ－無水量ｇ）／原量ｇ×100 

明治28年（１８９５） 横浜生糸検査所の設立 

ー 生糸品質の均斉化と改善のために ー 

明治中期から後期にかけて生糸の輸出量は、遂年増加の一途をたどったの

であるが、それに伴って品質の均斉化と改善を要望する声が内外から盛り

上がってきた。明治43年（1910）農商務省が開催した蚕糸業生産調査会

は政府の諮問に対して、蚕糸業の重要性にかんがみ、蚕品種統一改良のた

め国家が原蚕種製造業務を行う必要があるとし、かつこれが施設機関をす

みやかに創設することを促す旨を答申した。 



明治44年（1911） 農商務省原蚕種製造所の設立 

ー 外国繭に優る国産優良繭の育成のために ー 

明治43年（1910年）農商務省が開催した蚕糸業生産調査会は政府の諮問に対して、蚕糸業の重要性にかんがみ、

蚕品種統一改良のため国家が原蚕種製造業務を行う必要があるとし、かつこれが施設機関をすみやかに創設する

ことを促す旨を答申した。政府はこれら世論に対応して明治44年（1911年）5月、原蚕種製造所官制を公布し

農商務省において創立事務を開始するとともに本所の位置を東京都豊玉郡杉並村高円寺に定め、翌45年（1912

年）3月庁舎の完工をみた。 

大正4年 蠺業試験場 

写真中央 
加賀山四郎所長 
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明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
五
月 

   

蚕
糸
業
は
、
本
邦
重
要
な
る
産
業
に
し
て
、
養
蚕
に
従

事
す
る
も
の
百
六
十
万
戸
、
農
家
総
数
の
三
分
の
一
を

占
め
、
蚕
種
製
造
業
者
一
万
五
千
．
製
糸
工
場
三
千
五

百
を
加
え
る
と
、
国
家
経
済
の
上
よ
り
見
て
も
重
要
な

る
地
位
を
占
め
て
お
り
、
生
糸
は
輸
出
品
と
し
て
第
一

位
を
占
め
、
一
ヵ
年
の
輸
出
額
は
一
億
五
千
万
円
、
絹

製
品
を
加
え
れ
ば
二
億
円
を
超
え
、
わ
が
国
の
輸
出
総

額
の
三
割
七
分
を
占
め
、
前
途
洋
々
た
る
も
の
が
あ
る

。 し
か
し
、
幾
多
の
競
争
国
あ
り
、
ま
た
一
方
に
は
人
造

絹
糸
業
の
驚
く
べ
き
進
歩
あ
り
て
、
安
閑
と
し
て
惰
眠

を
許
さ
ざ
る
状
況
な
り
。
学
術
的
研
究
の
成
果
を
応
用

す
る
な
ら
ば
、
あ
え
て
恐
れ
る
に
足
ら
な
い
。 

そ
の
た
め
に
は
広
く
学
術
的
研
究
を
深
め
、
そ
の
成
績

の
普
及
を
計
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
故
に
当
所

が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 



1864年～1869年 

蚕種輸出額 

幕末における 

生糸輸出額 

1887年～1897年 

生糸輸出額 

1897年～1919年 

生糸輸出額 

生糸がわが国の輸出貿易の最重要物資として、 

ー 近代日本の国勢伸長の上に果たした役割は今更に論ずるまでもない  ー 



生糸･絹織物･絹製品の輸出額 

1858年（安政5年）日米通商条約で、横浜、長崎、函館の3港開港当時、輸入品の筆頭は

綿花、綿製品で、輸出品の主なものは生糸・蚕種それに茶でした。これまで国内需要のみ

であったわが国蚕糸業は異常に刺激となって、すでに養蚕、製糸を行っていた地方にはま

すます拡大し、新しい地帯にも蚕糸業を勃興せしめる契機となりました。とくに明治中期

以降、欧米殊に米国における絹織物の興隆は生糸の需要を増大し、生糸輸出が盛んになっ

た。かくして蚕糸業はわが国の代表的な輸出産業の大宗として、その製品（蚕種、生糸、

絹織物）の大半を輸出し、外貨獲得に大きな役割を果たし、日本の近代化に寄与しました。 

大正末期から昭和初期にかけて輸出総額に占める農産物の比重は漸減傾向にあったが、生

糸輸出だけはますます増大の一途を辿る。特に1922年（大正11年）には輸出総額の中で

48.9%に達し、1930年～1934年（昭和5年～昭和9年）までの平均でみても、その輸出

金額は総輸出金額の24.1％を占めていた。わが国の蚕糸業がもっとも最盛期だった昭和初

期には、全国農家の約40％に当たる221万戸が養蚕業に従事し、桑園面積は全畑地の約4

分の1の７１万haを占めた。1930年（昭和5年）には繭生産量は39.9 万トンという、わ

が国史上最高を記録。当時の製糸工場数は12,640工場、その従業員数は約53万人に達し

た。 

昭和一けたのわが国の蚕糸業は、依然として隆盛といえる内容を誇っており、1931年

（昭和6年）には満州事変がはじまり、1932年（昭和7年）には5・15事件が起こるなど、

世の中が騒がしくなるなかで、生糸や絹織物は依然として輸出上重要な地位を占めていた。

大正末期から昭和初期にかけて、繭糸・絹織物・絹製品の合計輸出額は輸出総額の45％

にも達していたのである。日本の近代化や富国強兵において蚕糸業が果たした役割と意義

は、すでに多くの人々からも指摘されている。蚕糸業が国全体の期待を背負っていたこと

は間違いない。 

引用文献;伊藤智夫著「カ゗コはなぜ繭をつくるか」講談社,1985年 

生糸 わが国産業の近代化を支えた輸出品 



昭和34年(1959)3月、横浜港開港百年記念事業としてシルクセンター国際貿易観光会館（山下公

園の向かい）が建設され、シルク博物館は会館内に開設された。シルクを専門的に扱う博物館と

して、現在、世界的にも貴重な施設になっています。横浜の伝統産業のひとつに、生糸輸出の盛

んだったころに生まれたシルクスカーフがあります。 

 

横浜 今でもシルクの街 

ー シルク博物館 ー  



比率(％) 

゗ギリス ゕメリカ フランス その他 

明治６年 
７ 
８ 
９ 

１３ 
１４ 
１５ 
１６ 
１７ 
１８ 
１９ 
２０ 
２１ 
２２ 
２３ 
２４ 
２５ 

47.2 
39.8 
36.1 
43.7 
17.2 
18.9 
15.1 
15.2 
4.4 
2.5 
4.2 
5.0 
7.8 
1.3 
0.5 
2.6 
1.3 

0.6 
7.7 
0.5 
1.8 
37.6 
24.2 
34.6 
33.2 
50.6 
35.8 
54.0 
55.9 
50.6 
55.1 
66.0 
58.5 
61.2 

32.2 
40.9 
53.9 
45.6 
43.9 
56.5 
48.9 
51.1 
44.8 
42.7 
41.2 
35.0 
39.2 
41.2 
32.0 
36.7 
34.7 

20.0 
11.6 
9.5 
8.9 
1.3 
0.4 
1.4 
0.5 
0.2 
1.0 
0.6 
4.1 
2.4 
2.4 
1.5 
2.2 
2.8 

1885年（明治18年）から5年間において生糸輸出額は倍増しており、ゕメリカ、フランスへの輸出額もまた倍加している。さらに1887年（明治20

年）以降に生糸輸出額は上昇している。1897年（明治30年）から1919年（大正8年）にいたる期間は年により一進一退はあったが比較的順調に生

糸輸出が伸長し、機械製糸の発展と生糸の標準化＝規格化が行われ、それにともなって養蚕の拡大と養蚕技術の改良進歩が著しく、特に一代雑種、

夏秋蚕の増大、桑品種「一ノ瀬」育成によって特長づけられ、わが国蚕糸業が最も順調に伸びた時代であったといえよう。1906年（明治39年）以

降は数量で1千万斤、価格において1億円を突破し、さらに1916年（大正5年）以降は数量で2千万斤、価格において2億円を上回っている。しかも

その増進の仕方は2〃3年を除けば直線的な上昇傾向を見せている。また輸出先は米国が約6割を占めていたが（1889年）、この比重はますます高く

なっている。米国の生糸輸入高を国別に見ると、1901年（明治34年）には米国の全輸入生糸の約5割をわが国の生糸が占めていたが、1911年（明

治44年）以降は6割を越え、1914年（大正3年）第１次大戦勃発は7割、大戦後の1918年（大正7年）からは約8割を越える激増ぶりであった。この

ような生糸輸出の増進、殊に米国向け輸出の増大は、米国絹織業の発展とともに種々な条件がわが国生糸輸出に有利であった。 

養蚕の隆盛期 輸出用生糸 アメリカ・フランスへ 

ー １９世紀末 生糸輸出の増加にともなって ー 

ゕメリカ・シルクの町 

ニュージャージー州パターソン 

絹織物産業の町 

フランス・リヨン 

「横浜開港と生糸貿易」 

シルク博物館部長 小泉勝夫 

出典：横浜市史 第三巻上 p.470 



輸出生糸 婦人用ストッキング原料 

ー アメリカにおける婦人用ストッキングの大流行  －  

婦人用ストッキングのゕメリカにおける大流行がなければ蚕糸業の命運はきわまっていたかもしれない。ゕメリカのフル

フゔッション靴下流行の端緒は第一次世界大戦期におけるゕメリカ中･上流階級家庭子女の社会進出であるといわれる。ま

た当時、大都市では中･高層のオフゖスビルの建設が盛んに進められたが、これらの建物には蒸気による集中暖房設備が

あった。足首まであったスカートは短くなり、日本産生糸を原料とする長靴下の着用が大きな流行となった。第二次世界大

戦の直前ころには、絹靴下の年間消費量は5000万ダースに達し、わが国の輸出総額の20％を靴下用を主とした生糸が占め

た。昭和初期の生糸需要が靴下用を中心としたことは蚕糸技術に大きな影響を与えた。靴下用はとくに細繊度の高級生糸が

必要とされ、蚕品種の改良が進められた。このため養蚕農家の現場の技術は、日夜たえまない給桑作業など労働集約的な性

格を余儀なくされた。第二次世界大戦開戦直前に生糸輸出が中断されたのち、ゕメリカでの靴下原料は終戦当時までレーヨ

ンなどの合繊が用いられた。この間、新たな化学繊維として登場したナ゗ロンは軍需用として急速な発展をみせ、終戦と同

時に靴下市場に登場し、はやくも1946年（昭和21年）には過半数がナ゗ロンによって占められた。 

おわり 


